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術状況か らは,全 く遠いところで仕事を して
いたよ うに も思 える。 ただ し,モ ラ ンデ ィが
同時代 の芸術 を知 らなか ったわけではない。
友人 の批評家 や コレクター,芸 術家 らか ら最
新 の情報を得ていたのに加え,ヴ ェネツィア ・
ビエ ンナー レ等 の展覧会 に足 を運 び実作品 に
触 れて もいた。 な らば,モ ラ ンデ ィの言葉 は
逆説 的に響 いて くるだろ う。 そ もそ も,モ ラ
ンデ ィ作 品において具象 と抽象 を対概念 にお
くことは意 味をなさないのである。 では,そ
の表現 は どのよ うになされたのだろ うか。
ここで,時 代 の異 なる二つ の静物画 を引き
合 いに出 したのち,モ ラ ンデ ィの作 品を改 め
て眺めてみたい。17世紀 オランダの画家,ウ ィ
レム ・クラースゾー ン ・ヘーダによる 《パ イ
のあ る朝食 のテ ーブル》(注Dと,19世紀末 頃,
ポ ール ・セザ ンヌによ る 《りん ごの籠》(注2)
であ る。対 するモラ ンデ ィの作 品は,1952年
の 《静物》(注3)であ る。
ヘーダの作 品では,食 卓 の上 に食器類 や食
べ物が不安定 に配置 され,描 かれてい る。画
家 の 「眼」 は,写 実 的一再現 的に事物 を描写
しようとす る。私 たちは,描 かれたグ ラスの
光 沢 とともにその硬 さを,パ イの色 かたち と
ともにその感触 を感 じ取 る。 対象 は存在 の輝
きともろさを同時に見 せ,わ れわれは演 出ず
み のその ドラマを 「見 せ られ る」。 一方 セザ
ンヌの 《りん ごの籠》 にお いて,持 続 的 な
「見 つめ る」行 為 は,視 覚 によるデ フ ォル メ
と して画面上に結実 してい る。 りん ごや布 に
それ らしい質感 は もた らされていないが,画
面全体か ら確かな生命感 が伝 わ って くる。 鑑
賞者はセザ ンヌの世 界に組み込まれ,そ の独
特の造形的 リズ ムに身を まかせ る。 このス タ
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(注1)ウ ィ レム ・ク ラー ス ゾ ー ン ・ヘ ー ダ 《パ
イ の あ る朝 食 の テ ー ブ ル》,1631年,油
彩 ・板,54×82cm
(注2)ポ ー ル ・セ ザ ン ヌ 《りん ご の籠 》,1890
～94年,油 彩 ・キ ャ ンヴ ァス,65×81cm
(注3)ジ ョル ジ ョ・モ ラ ンデ ィ,《静 物 》,1952
年,油 彩 ・キ ャ ンヴ ァス,43.3×56.3c皿
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